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同窓生累計：
28,850 名・含む物故会員
※2025 年 3月卒業生含む

・総合ビジネス科 1,065 名（10 期）
・総合技術科 987 名（10 期）
・商業科  6,668 名（92 期）

・情報処理科 2,539 名（39 期）
・国際経済科 756 名（21 期）
・機械科 5,574 名（92 期）

・電気科 5,593 名（92 期）
・化学科 3,081 名（92 期）
・定時制商業科 821 名（23 期）

・定時制機械科 1,009 名（32 期）
・定時制電気科 757 名（31 期）

同窓会のホームページアドレス　https://www.yuuhikai.com

同窓会創設100周年記念式典開催

126号

2025年11月29日

同
窓
会
創
設
1
0
0
周
年
へ

  

実
行
委
員
長
　
三
田  

博
士

◯
同
窓
会
創
設

1
0
0
周
年
実
行

委
員
長
の
三
田
博

士(

情
報
5
期
（
全

体
58
期
）)

で
す
。

2
0
2
5
年
に
同
窓
会
（
雄
飛
会
）
は
創
設

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
多
く
の
先
輩
方

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
に
一
区
切
り
で
す
。

　

同
窓
会
で
1
0
0
周
年
を
記
念
し
寄
贈
し

た
舞
台
の
袖
幕
・
一
文
字
幕
を
設
置
し
た
体

育
館
で
、
先
日
（
2
0
2
5
年
3
月
1
日
）

に
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
2
0
1
名
が
目
出

た
く
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
同
窓
会

行
事
は
、
全
て
同
窓
会
創
設
1
0
0
周
年
の

記
念
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

3
月
29
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
お
花
見
は

残
念
な
が
ら
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
4
月
12
日
に
行
わ
れ
た
春
の

歩
こ
う
会
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
迎
賓
館
、

靖
国
神
社
、
そ
し
て
ま
だ
桜
が
残
っ
て
い
た

千
鳥
ヶ
淵
を
め
ぐ
り
、
多
く
の
参
加
者
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
10
月
18
日
㈯
に

実
施
さ
れ
る
「
青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭
」
も

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
、
10
月
末
の
商
工
祭
へ
の
参
加
、
11

月
に
「
秋
の
歩
こ
う
会
」「
ゴ
ル
フ
大
会
」

な
ど
の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。  

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
「
同
窓
会
創
設
１
０
０

周
年
寄
付
金
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
目
標

額
に
は
ま
だ
足
り
な
い
状
況
で
す
。
１
０
０

周
年
記
念
行
事
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
万
円
以
上
の
寄
付
金
を
い
た
だ
い
た
方

に
は
、「
同
窓
会
創
設
１
０
０
周
年
記
念
誌
」

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
12
月

に
発
行
し
た
、同
窓
会
報
「
雄
飛
1
2
5
号
」

か
ら
、
年
会
費
の
納
入
を
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
昨
年
の
総
会
で
会

員
の
方
か
ら
、
郵
便
局
に
な
か
な
か
行
け
な

い
人
が
い
る
の
で
対
応
し
て
欲
し
い
と
ご
提

案
を
い
た
だ
き
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
号
（
雄
飛
1
2
6
号
）
で
も
年
会

費
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
書
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。
終
身
会
費
お
よ
び
同
窓
会
創
設
１
０
０

周
年
寄
付
金
は
、
郵
便
局
で
の
郵
便
振
替
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

11
月
29
日
（
土
）
に
は
同
窓
会
創
設

１
０
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
横
浜
駅

近
く
の
ホ
テ
ル
・
ザ
・
ノ
ッ
ト
ヨ
コ
ハ
マ

で
行
い
ま
す
。
１
０
０
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会
は
、
１
０
０
周
年
の
区
切
り
と
、
次
の

１
０
０
年
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
と
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
同
窓
会
創
設
１
０
０
周
年
実

行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
策
定
中
で
す
。

　

参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
8
月
31
日
ま
で

に
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
て
申
込
金
の
納
付
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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会
員
の

皆
様
に
は
、

日
々
ご
健

勝
で
ご
活

躍
の
事
と

お
喜
び
申

し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
２
０
２
５
年
、
同
窓
会
「
雄

飛
会
」
創
設
１
０
０
周
年
の
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
田
実
行
委
員
長
の
挨
拶
に
も
あ
る

通
り
、
ご
来
賓
の
方
々
も
含
め
商
工
同

窓
会
の
１
０
０
年
を
皆
さ
ん
で
お
祝
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご

一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
商
工
高
校
の
入
学

希
望
者
が
募
集
定
員
を
超
え
た
事
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

総
合
技
術
科
が
１
・
１
６
倍
。
総
合
ビ

ジ
ネ
ス
科
に
至
っ
て
は
１
・
２
１
倍
と
な

り
、
県
下
で
も
専
門
教
科
の
学
校
と
し
て

人
気
の
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ひ
と
え
に
校
長
先
生
は
じ
め
教
職

員
の
皆
様
の
努
力
の
賜
物
と
思
い
ま
す
。

私
も
卒
業
生
の
一
人
と
し
て
誇
ら
し
く

思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
も
本
校
に
な
ら
っ
て
、
よ
り

会
員
の
皆
さ
ま
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
、
改
善
を
続
け
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
会
員
同
士
の
親
睦
を
図
る

　

既
に
ご
案
内
の
通
り
、
歩
こ
う
会
で

は
「
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
」、
校
歌
祭
で
は

「
在
校
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
コ
ラ
ボ
」
な
ど

皆
さ
ま
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

実
施
し
ま
す
。

■
在
校
生
と
の
関
係
を
深
め
る

　

昨
年
、
全
国
プ
ラ
モ
デ
ル
選
手
権
大

会
で
商
工
が
「
日
本一」
を
獲
得
し
た
り
、

今
年
４
月
26
日(

土)

に
「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
イ
ン
今
井
町
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好

会
が
主
催
し
た
り
、
生
徒
た
ち
の
活
発

な
活
動
を
同
窓
会
と
し
て
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
ク
ラ
ブ
活
動

に
つ
い
て
も
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
を
実

施
し
て
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
後
輩
た
ち

の
頑
張
り
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

■
次
の
時
代
に
向
け
て

　

同
窓
会
も
、
次
の
時
代
に
向
け
て
、
若

い
世
代
が
中
心
と
な
る
同
窓
会
に
改
革

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昭
和
30
年
代
（
60
歳
代
）
昭
和
40
年
代

（
50
歳
代
）
や
50
年
代
（
40
歳
代
）
の
皆

さ
ん
で
同
窓
会
活
動
に
共
鳴
頂
け
る
方
、

是
非
一
緒
に
同
窓
会
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

同
窓
会
な
ん
て
め
ん
ど
く
さ
い
と
お

考
え
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事

が
一
段
落
し
た
。
子
育
て
が
一
段
落
し

新
た
な
１
０
０
年
に
向
か
っ
て

同
窓
会
創
設
1
0
0
周
年
に
寄
せ
て

同
窓
会
会
長　

小
澤
芳
明

神
奈
川
県
立
商
工
高
等
学
校

　
　
　

第
二
十
二
代
校
長　
　

川
島
俊
輔

た
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
時
間
を
有
効

に
使
い
、
高
校
時
代
の
仲
間
と
楽
し
く

付
き
合
っ
て
行
き
た
い
と
お
考
え
の
方

は
、
是
非
、
同
窓
会
に
ご
協
力
下
さ
い
。

一
緒
に
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

◯
今
年
度
は

同
窓
会
創
設

1
0
0

年

を
迎
え
る
と

伺
っ
て
お
り

ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
商
工
高
校
本
体
は
今
年
度
で
創

立
1
0
5
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

商
工
高
校
は
1
9
2
0
（
大
正
９
）

年
に
５
年
制
の
県
立
商
工
実
習
学
校
と
し

て
設
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
商
工
高
校

本
体
と
雄
飛
会
（
同
窓
会
）
に
は
５
年
の

ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
ね
。

　

11
月
に
は
1
0
0
周
年
記
念
行
事
が

開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
盛
会
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
況
と
い
た
し
ま
し
て
、
令

和
6
年
度
（
令
和
7
年
3
月
）
卒
業
生

は
2
0
1
名
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓

会
入
会
者
数
は
1
9
8
名
で
入
会
率

1
0
0
％
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
入
会
率
は
昨
年
度
に
比
し

て
大
幅
に
改
善
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で
校
長
を

通
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
ご
支
援
を
、
同

窓
会
と
も
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同

窓
会
か
ら
直
接
支
出
い
た
だ
く
よ
う
に
変

え
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
技
術
研
究
部

や
関
東
大
会
に
出
場
し
た
総
合
ビ
ジ
ネ
ス

科
へ
の
ご
出
資
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
の
袖
幕
（
ス

テ
ー
ジ
両
端
の
幕
）
と
一
門
字
幕
（
上
部

の
校
章
の
あ
る
幕
）
等
を
寄
贈
い
た
だ
く

な
ど
、「
在
校
生
の
目
に
見
え
る
」
ご
支

援
の
効
果
か
と
存
じ
ま
す
。今
後
も
頑
張
っ

て
い
る
生
徒
へ
の
応
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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ご
案
内
の
通
り
、
２
０
２
５
年
１
０
月

末
に
商
工
同
窓
会
が
創
設
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
会
報
誌
「
雄
飛
」

で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

同
窓
会
創
設
１
０
０
周
年
の
寄
付
金
を
募

集
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

下
記
に
、
令
和
７
年
３
月
末
時
点
の
寄

付
金
の
集
計
状
況
を
整
理
し
ま
し
た
。
残

念
な
こ
と
に
寄
付
金
の
目
標
額
に
対
し
て

大
き
く
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
寄
付
金
に
付
き
ま

し
て
は
、
次
の
費
用
と
し
て
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
事
に
し
て
お
り
ま
す
。

①
学
校
へ
の
寄
贈
品
（
体
育
館
緞
帳
）

②
同
窓
会
１
０
０
周
年
記
念
誌
作
成
費
用

③
１
０
０
周
年
祈
念
式
典
・
祝
賀
会
費
用

④
雄
飛
1
2
5
号
、
1
2
6
号
の
送
料

　

補
助

　

現
状
で
は
、

不
足
分
を
同
窓

会
運
営
費
か
ら

充
当
す
る
事
に

な
り
ま
す
。

　

是
非
と
も
皆

様
の
絶
大
な
る

ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
会
員
総
会
に
て
、
同
窓
会

創
設
１
０
０
周
年
の
記
念
品
と
し
て
、
体

育
館
の
ス
テ
ー
ジ
の
緞
帳
の
一
部
（
一
文

字
幕
、
袖
幕
） 

を
寄
贈
さ
せ
て
頂
く
件
の

ご
承
認
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
令
和
７
年
３
月
の
卒
業
式
に

間
に
合
う
よ
う
無
事
納
品
が
さ
れ
ま
し
た

事
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 　

令
和
７
年
３
月
１
日
（
土
）
の
卒
業
式

後
に
同
窓
会
の
小
澤
会
長
、
三
田
実
行
委

員
長
か
ら
川
島
校
長
に
目
録
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
、
学
校
側
と
し
て
は
、
校

旗
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
お
り
ま
す
。
合

わ
せ
て
写
真
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【募集要領】
　会報（雄飛）に同封されております「ゆう
ちょ銀行払込取扱票」を利用頂き振込をお願
いします。または、横浜銀行の同窓会の銀行
口座に直接振込頂いても構いません。
※コンビニ振込取扱票は寄付金納入には使えません。

お振込みの際のご注意：
振込みご依頼人氏名欄に卒期（例：電 51）
の記載をお願いします。（名簿との名寄せ情
報として利用します）

何卒、ご協力をお願い申し上げます。

寄付金募集目標額
1,000万円

【銀行口座へのお振込み】
振込銀行　横浜銀行　二俣川支店
口座番号　普通　０１３１９９６
加入者名　神奈川県立商工高等学校同窓会

写真は寄贈された一文字幕・袖幕です

同
窓
会
創
設
１
０
０
周
年

寄
附
金
の
お
願
い

同
窓
会
創
設
１
０
０
周
年

緞
帳
寄
贈

令和7年 3月末日時点の寄付金状況
寄付目標金額 10,000,000

同窓会 100 周年寄付金状況 2,617,344
2023 年度寄付金 487,000
2024 年度寄付金 2,130,344
2025 年度寄付金 0

目標不足額 7,382,656
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卒期 氏名 金額
商工 51 期同窓会 120,000 

定商 5 斉藤　史明　　　　　100,000 
電 46 吉田　光一　　 50,000 
電 35 平本　文男 50,000 
電 29 千々輪英男 30,000 
情 5 三田　博士 30,000 

機 40 杉浦　　渉 30,000 
化 45 石井　久光 30,000 
機 36 佐藤　昭夫　　 30,000 
電 51 小澤　芳明 25,000 
電 37 中嶋　　弘 20,000 
電 21 御園生芳之 20,000 
定商 9 大槻鴻基子 20,000 
旧職員 大嶋　啓子 20,000 
電 39 中嶋　文彦　　 20,000 
商 39 久保　真子　　 20,000 

定電 15 金子　勝秀 20,000 
定商 9 淀川　通昭　　 20,000 
商 32 山口　　巌 20,000 
商 37 久能　義和 20,000 

定電 16 平井　公明 13,000 
電 28 佐藤　忠男 11,844 
商 44 永井　　滋 10,000 
電 43 鈴木　　昇 10,000 
商 32 橘田　英雄 10,000 
化 40 鈴木　　勉 10,000 
電 49 菊地　光夫 10,000 
機 36 小林　茂一 10,000 
商 39 小林　繁夫 10,000 
定機 8 河原場真一 10,000 
化 38 斎藤　信二 10,000 
電 36 加瀬　晴久 10,000 
商 34 渡辺　鋭一 10,000 
商 21 岩沢　末三 10,000 
商 73 田川恵美子 10,000 
電 50 丸山　尚一 10,000 
商 38 渥美　圭一 10,000 
商 45 持田　久次 10,000 
化 54 細野　研二 10,000 
機 61 佐藤　利昭 10,000 
商 40 三宅多恵子 10,000 
商 56 古本智津江 10,000 
商 36 岩本　吉尭 10,000 
商 37 鈴木　節夫 10,000 
電 21 御園生芳之 10,000 
商 37 加藤　庸一　　 10,000 
商 34 高沢加代子  10,000 
商 39 岡村ミツ子　 10,000 
電 43 小幡　　實　　　10,000 
化 31 小島　恒明 10,000 
機 34 大菊　康正　　 10,000 
電 36 藤田　克好 　 10,000 
電 29 相原　英知　　 10,000 
電 32 矢澤　秀雄 10,000 
商 45 時田　秀子 10,000 
電 31 斉藤　矗一　　 10,000 
商 43 白井　勇次 10,000 
商 34 田中　一弥 10,000 
電 46 関戸　邦雄　　 10,000 
電 28 鈴木　洋一　　　10,000 

定機 21 石川　定夫　　 10,000 
定機 14 田代　武衛　　 10,000 
化 38 筒井　洋一　　 10,000 
電 52 水野　功 10,000 
商 51 河合富美子 10,000 
商 35 鈴木　安広 10,000 
商 36 藤田　久善 10,000 
電 37 大山　義雄 10,000 
商 51 小林恵美子 10,000 
電 41 斉藤　　巌 10,000 
機 35 古林　繁男 10,000 
商 51 武田はるみ 10,000 

電 37 吉川　智祥 10,000 
化 39 越前谷芳隆 10,000 
電 38 齋藤　　力 10,000 
機 36 野田　道雄 10,000 
電 32 渡邉　毅一 10,000 
商 49 栗原　廣之 10,000 
商 45 二見　義広 10,000 
電 36 渡邊　　南 10,000 
機 39 角田　修二　　 8,000 
機 51 沼尾　丈継 8,000 
情 12 田口かすみ 8,000 
定商 8 稲垣　徳子 8,000 
商 53 口町　恵子 6,000 
電 41 田中　義隆 6,000 
電 32 深津　芳夫 6,000 

定機 21 服部　高一 6,000 
機 46 碓井　好美 5,000 
商 37 加藤　精一 5,000 
商 45 山口　建次 5,000 
商 33 小林　勝彦 5,000 
電 44 榎本　孝一 5,000 

定電 16 平井　公明 5,000 
機 45 嶋田　丈巳 5,000 

定機 19 牧島健次郎 5,000 
電 31 平野　行雄 5,000 
商 47 三好　京子　　 5,000 
商 39 戸田加代子 5,000 
商 30 杉山　良夫　　 5,000 
電 44 下村貴代子　 5,000 
電 37 岩崎　　惇 5,000 
機 51 竹内　行正 5,000 
機 50 金松洋二郎 5,000 
電 28 関根　光和 5,000 
商 31 加藤　　實 4,000 
商 37 大山　　晃 4,000 
商 47 島田智恵子 4,000 
電 48 吉田　和男 4,000 
電 80 白鳥　健太 　 4,000 

定機 18 藤井　　實 4,000 
商 38 山本　和孝 4,000 
商 54 片山英美子 4,000 
機 27 木俣　敏雄 4,000 
定商 8 稲垣　徳子 4,000 
定電 3 池田　健蔵 4,000 
商 22 三橋光太郎 3,000 
電 41 大迫　孝男 3,000 
機 36 岡田　　弘 3,000 
化 40 髙橋　智経 3,000 
機 51 古谷　健司 3,000 
定電 7 川鍋　　宏　　 　 3,000 
電 52 芝崎　敏夫 2,000 
機 39 長野　　保 2,000 
機 37 溝口　克彦 2,000 
商 43 安倍　順美 2,000 
電 58 大河内　誠 2,000 
化 40 長田　　稔 2,000 
電 48 吾妻　正信　　 2,000 
電 28 小川喜一郎 2,000 

定機 23 諏訪　　清 2,000 
機 62 坂本　光男 2,000 
電 43 内藤　　登 2,000 
商 35 高島　規人 2,000 
化 45 成田　　実 2,000 
商 31 鈴木　　茂 2,000 
電 53 大野　信夫　　 2,000 

定商 13 徳永　早苗　 　 2,000 
機 52 橋本　隆一 2,000 
電 38 岡田　　桓 2,000 
電 49 森　　文夫 2,000 
機 42 宮腰　洋一 2,000 
商 42 吉沢　静枝　　 2,000 
電 49 荒井　良慈 2,000 

定機 20 北見　輝義 2,000 

商 51 古川絵里子 2,000 
商 37 杉浦　峡子 2,000 
電 46 羽生　鎮雄 2,000 
化 46 長樂　陽子 2,000 
化 58 植草  郁子 2,000 
電 44 鶴田　静男 2,000 
商 43 松野　晴美 2,000 
電 35 小川　弘文 2,000 
商 49 加藤千枝子 2,000 
商 59 中薗まゆみ 2,000 
電 46 羽生　鎮雄 2,000 
商 46 川原佐知子 2,000 
商 42 大塚　和子 2,000 
機 51 丸山　逸郎 2,000 
商 37 大野　彬子 2,000 
機 38 平戸　英雄 2,000 
商併 1 友井　吉男 2,000 
商 35 栗原　利男 2,000 
機 52 坂本　光男 2,000 
機 60 粟ケ窪浩二 2,000 
化 41 前田　　剛 2,000 
商 51 川村志津子 2,000 
商 43 小林　一美 1,000 
定電 7 川鍋　　宏 1,000 
電 36 田辺　恵司 1,000 
商 30 田中　彰夫 1,000 
商 53 鈴木美智子 500 
令和6年10月1日～令和7年3月31日

電 46 菅沼　恒夫 30,000
機 39 八ッ橋武明 30,000
機 46 佐々木幹夫 30,000
電 51 小澤　芳明 30,000
電 50 佐藤　孝之 30,000
機 41 金子　公行 30,000
情 5 三田　博士 30,000
情２ 山下　　真 30,000
商 37 明歩谷忠雄 20,000
機 34 千金　忠司 20,000
化 47 村上　正和 20,000
商 58 仙田　浩司 20,000
定商 6 新堀　三郎 20,000
機 27 土志田純宏 20,000
機 28 南川　藤夫 20,000
商 53 小梁川夕美子 20,000
機 47 田中　成和 20,000
旧職員 大嶋　啓子 20,000
商 40 五十嵐治夫 15,000
電 46 菅沼　恒夫 12,000
商 48 海老塚由夫 10,000
商 51 谷口　英子 10,000
商 21 岩沢　末三 10,000
商 48 山本　恵子 10,000
商 37 加藤　精一 10,000
電 37 伊里　祐貴 10,000
電 25 牧野喜美雄 10,000
商 36 藤井　和子 10,000
化 38 河合　喜昭 10,000
商 40 岸　　　蔚 10,000
電 40 西澤　璋浩 10,000
電 24 山本　達治 10,000
機 59 渡邉　浩明 10,000
機 40 飯田　寛二 10,000
機 48 井上　正夫 10,000
商 41 三浦　則子 10,000
情 17 熊谷　　泰 10,000
機 39 長島　靖夫 10,000
電 34 荒木　康夫 10,000
電 54 佐々木一夫 10,000
商 60 山本　和江 10,000
電 44 小暮　政人 10,000
電 59 横山　邦夫 10,000
機 54 小山　裕之 10,000
商 58 西川　洋子 10,000

同窓会創設100周年寄付者名簿
商 41 廣瀬　保則 10,000
商 38 邉見　健治 10,000
化 40 大田　雅基 10,000
情 2 大山　聖美 10,000

商 37 大庭　健次 10,000
機 49 長澤　猛志 10,000
商 39 羽鳥　勝六 10,000
機 41 髙橋　勝平 10,000
情 8 氏家ちひろ 10,000

定機 21 石川　定夫 10,000
化 41 小原　　進 10,000
化 21 成田　敏郎 10,000
商 47 渋谷　和夫 10,000
機 40 小島　　忠 8,000
電 44 中丸　幹雄 7,000
商 39 市川　治江 7,000
機 46 碓井　好美 7,000
化 38 潮田　勝義 7,000
機 43 平石　　修 6,000
電 37 砂山　矩享 5,000
化 38 梶野　　洋 5,000
電 44 佐藤　　孝 5,000

定機 15 山本　範征 5,000
商 51 服部　幸恵 5,000
情 5 霜越　浩美 5,000

総技 94 阿部　海斗 5,000
電 43 伊藤　　厚 5,000

定電 15 渋谷　　忠 5,000
電 76 田村　祐一 5,000
商 35 柿澤　雅夫 4,000
機 41 富山　晃行 4,000
機 33 田辺　和夫 4,000
定商 8 稲垣　徳子 4,000
電 50 星野　芳男 4,000
機 43 石井　正崇 4,000
商 45 荒井　義一 4,000
- 匿　　　名 4,000

機 42 加藤　　勲 3,000
化 55 長沼　　均 3,000
電 35 三ツ木　巖 3,000
化 70 増子　幸枝 2,000
化 38 森　　佑二 2,000
機 39 角田　修二 2,000
旧職員 大嶋　　充 2,000
機 29 尾島　和徳 2,000
機 53 下村　雄一 2,000
商 53 下村　悦子 2,000

定機 14 難波　春雄 2,000
電 47 鈴木　敏明 2,000
商 38 横山　康彦 2,000
機 44 宮下　典明 2,000
機 41 森　　欽二 2,000
機 72 加藤　靖浩 2,000
機 62 坂本　光男 2,000
- 匿　　　名 2,000

商 53 佐藤由美子 2,000
化 47 柴田　喜愛 2,000
機 44 瀬戸　利夫 2,000
電 50 小林　　晃 2,000
商 36 小島　　健 2,000
商 38 荻田　弘子 2,000
機 79 三村　哲也 2,000
機 28 三觜　　博 2,000
電 49 富永　　肇 2,000
機 50 池田　輝彦 2,000
化 40 長田　　稔 2,000
電 46 羽生　鎮雄 2,000
情 1 勝俣　正江 2,000

電 66 佐藤　博和 2,000
機 65 吉澤　一昭 1,000
化 70 及川　栄子 1,000

令和5年12月１日～令和 7年 3月31日まで2,617,344 円のご寄付をいただきありがとうございました。
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日付：令和 7 年 11 月 29 日（土）
時間：受付開始／ 12:30　
　　　開式／ 13:00　閉会／ 15:30
場所：ホテル・ザ・ノット ヨコハマ　２階
　　　トリニティ
https://hotel-the-knot.jp/yokohama/
TEL 045-594-8701
会費：10,000 円 / 一人
※ 2024/3 卒業生、2025/3 卒業生は　
　5,000 円 / 一人

商工同窓会　創設 100 周年記念式典・祝賀会のお知らせ

※若い同窓生の方々にも進んでご参加頂きたいため、2023 年
度卒 (2024/3)、2024 年度卒 (2025/3) の２学年は、会費を
半額とさせて頂きます。

※申込期限は 2025 年 8 月 31 日 ( 日 ) までに、同封していま
すコンビニ払込取扱票により、事前のお支払いをお願いし
ます。

※当日は『振込受領証』を受付にご提示ください。素敵な記
念品を用意してお待ちしております。※申込後のキャンセ
ルについては、大変申し訳ございませんが、返金出来ませ
んのでご了解ください。

　なお、会報誌が届かずに、手元に振込用紙がない同窓生で、
参加をご希望の方は、お手数ですが同窓会事務局までご連絡
を頂けますようお願い致します。別途、参加方法についての
ご案内申し上げます。

令令和 7年 11月に執り行われます、
記念式典・祝賀会開催のお知らせです。
多数の同窓生のご参加・ご出席を
心よりお待ちしております。
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【第 1 号議案】
令和 6 年度会務報告
　
1. 会員総会 
　令和 6 年 6 月 22 日 ( 土 ) 横浜シティクラブにて開催し終了後、懇親会を開

催した
　令和 5 年度活動報告、収支決算報告並びに監査報告が承認された
　令和 6 年度会務運営計画（案）、収支予算 ( 案 ) が審議され可決承認された
　（参加 23 名）
2. 総務委員会
　 10 月 13 日上期会計監査、4 月初旬会員総会議案書の作成、 4 月 13 日下期

会計監査を実施した。月次決算資料については、定期的なチェックを実施し
た。入会金については、6 年度卒業生 201 名中 198 名（98.5％）の入会が
あり 712,800 円となった

3. 企画委員会
　 1）第 75 回初夏の歩こう会を実施

６月 29 日（土）よこはま動物園ズーラシア（参加 5 名）
　 2）第 19 回「青春かながわ校歌祭」に参加

９月 21 日（土）ひらしん平塚文化芸術ホール（参加 43 名）
　 3) 第 76 回秋の歩こう会を実施

11 月 9 日（土）大船観音・大船フラワーセンター（参加 7 名）
4. 広報委員会
　 1）会報「雄飛 124 号、125 号 (100 周年特別号 ) を発行
　 2）ホームページの更新を隋時実施
5. ゴルフ大会を実施
　 第 34 回を 5 月 22 日 ( 木 ) 東富士カントリークラブにて開催（参加 16 名）
　 第 35 回を 10 月 23 日 ( 木 ) 東富士カントリ一クラブ（濃霧の為参加者全員

で協議の上延期）
6. 雄飛展（商工祭）に参加
　令和 6 年 10 月 26 日（土）～ 10 月 27 日 ( 日 ) 母校にて開催（来場者多数）
7. 第 31 回新年懇親の集い
　令和７年 1 月 11 日（土）YBS 南幸ビル９F「横浜シティクラブ」にて開催
　（参加 23 名）
8. 同窓会 100 周年記念事業計画
　 寄付金募集　目標額 1,000 万円　今年度 224 名、2,130 千円の寄付があり

ました。
　 2）同窓会 100 周年実行委員会実施
9. 支部活動報告
　 1）湘南会（旧藤沢支部）活動 

令和 6 年 7 月 10 日 ( 水 ) 暑気払い開催
　 2）相鉄沿線 46 回花見会（雨天中止）

【第 3 号議案】
令和 7 年度会務運営計画（案）
　１. 会員総会 
　日時：令和 7 年６月 14 日（土）
  11 時 30 分開会　13 時 30 分～懇親会、15 時 45 分閉会
　場所：YBS 南幸ビル　横浜シティクラブ９F ホール
2. 総務委員会
　 １）10 月 上期（令和 7 年度）会計監査実施
 ２） 4 月 会員総会議案書資料の作成
 ３） 4 月 下期（令和 7 年度）会計監査実施
 ４）月次収支決算資料の定期的なチェックを実施
3. 企画委員会
　 1）第 77 回春の歩こう会　4 月 12 日 ( 土 )　

迎賓館赤坂離宮の見学と千鳥ヶ淵までの散歩
　 2）第 20 回「青春かながわ校歌祭」10 月 18 日 ( 土 )　

やまと芸術文化ホール
　 3）第 78 回秋の歩こう会　11 月８日 ( 土 )  みなとみらい巡り
4. 広報委員会
　 1）会報「雄飛」126 号、127 号（100 周年特別号）を発行する
　 2）ホームページの更新を随時行う。
5. ゴルフ大会の実施
　第 35 回　  ５月 21 日（水）　東富士カントリークラブ
　第 36 回　10 月 22 日（水）　東富士カントリークラブ
6. 雄飛展（商工祭）実行委員会
　令和 7 年 10 月 25 日（土）～ 10 月 26 日（日）
7. 同窓会創設 100 周年記念式典祝賀会
　 11 月 29 日（土）　ホテル・ザ・ノット ヨコハマ　２階 トリニティ
8. 第 32 回新年懇親の集い
　 令和８年１月 10 日（土）　YBS 南幸ビル９F ホール「横浜シティクラブ」
9. 支部活動計画
　 1）湘南会（事業年度：令和７年１月１日～令和７年 12 月 31 日）

暑気払い 7 月 23 日（水） 　忘年会 12 月 14 日（日）　　　　　
　 2）相鉄沿線支部（期間：令和７年４月１日 ~ 令和８年３月 31 日）

第 47 回花見会　令和８年 3 月 28 日（土）
大池こども自然公園（企画委員会との共催）

【第 2 号議案】
令和 6 年度 収支決算報告

（令和 6 年 4 月１日～令和 7 年 3 月 31 日）
収入の部　　　　　　　　　　　　                                 　　　　単位：千円

大 科 目 予算額 決算額 備 考
1. 会費（入会金、終身会費、年会費、賛助会費） 2,171 2,876※ 1
2. 総会費収入 100 80 総会懇親会参加費
3. 会報広告収入 280 240 12 社
4. 寄付金収入 110 7 3 名
5. 同窓会 100 周年寄付金収入 4,500 2,130 224 名
6. 雑収入 3 5 預貯金利息
7. 特定預金取崩収入額 914 2,532 会報発送費 他
当期収入合計（Ａ） 8,078 7,872
前期繰越金 67 67
当期収入の部合計（Ｂ） 8,145 7,939
※ 1：入会金 198 名、終身 28 名、年会費 323 名、賛助 386 千円
支出の部　　　　　　　　　  　　　                               　　　　単位：千円

大 科 目 予算額 決算額 備 考
1. 事業費 1,637 3,024 125 号発送費
2. 会議費 312 299
3. 管理費 1,479 1,487 人件費 他
4. 特定預金積立繰入額 4,650 3,040 100 周年寄付金
5. 固定資産取得支出 0 0
当期支出合計（Ｃ） 8,078 7,852
当期収支差額（Ａ）−（Ｃ） 0 19
次期繰越金（B）−（C） 67 87

【第４号議案】
令和 7 年度 収支予算（案）

（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日）
収入の部　　　　                       　                               　　　　単位：千円

大 科 目 前年度予算額 今年度予算額 備 考
1. 会費 2,171 2,191 ※ 2
2. 総会費収入 100 100 総会、懇親会会費
3. 会報広告収入 280 240 20,000 円× 12 社
4. 寄付金収入 110 10
5. 同窓会 100 周年寄付金収入 4,500 5,000 同窓会100 周年積立
6. 雑収入 3 7 預貯金利息
7. 特定預金取崩収入額 914 2,565 会報配送費 他
当期収入計（Ａ） 8,078 10,113
前期繰越金 67 87
当期収入合計（Ｂ） 8,145 10,201
※ 2：入会金 206 名、終身 10 名、年会費 250 名、賛助 400 千円
支出の部　　　　                       　                                　　　  単位：千円

大 科 目 前年度予算額 今年度予算額 備 考
1. 事業費 1,637 2,967 126 号発送費
2. 会議費 312 314
3. 管理費 1,479 1,520 人件費 他
4. 特定預金積立繰入額 4,650 5,400 100 周年寄付金
5. 固定資産取得支出 0 0
当期支出合計（Ｃ） 8,078 10,201
当期収支差額（Ａ）−（Ｃ） 0 △ 87
次期繰越金（B）−（Ｃ） 67 0

1. 減価償却引当積立金
前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額

1,385 0 0 1,385
2. 終身会費積立金

前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額
3,064 840 1,432 2,472

3. 同窓会創設 100 周年記念事業積立金
前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額

4784 2130 2126 4788
4. 母校支援積立金

前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額
0 69 0 69

科 目 金額 備 考
資産の部 流動資産

　 現金 23
郵便局振替 63
流動資産　合計 87

固定資産
電話加入権 35
減価償却引当積立金 1,385
終身会費積立金 2,472
母校支援積立金 69
同窓会創設 100 周年記念事業積立金計 4,788
固定資産　合計 8,751

資産合計 8,838
負債の部 0
負債合計 0
正味財産合計 8,838

注：千円未満切り捨て

令和 6 年度 特別会計決算報告
（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日） 　　　　　　　　　　　   単位：千円

財産目録
（令和 7 年 3 月 31 日現在） 　　　　　　　　　　　  　　　　　　　  単位：千円
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39 角田　修二 3
40 小島　忠 5 7
41 相澤　康雄 5
41 富山　晃行 3 3
41 森　欽二　 3
41 金子　公行 10
43 石井　正崇 3 3
43 平石　　修 3 1
44 小島　信夫 1
44 瀬戸　利夫 1
45 美濃口俊生 5
45 佐藤　洋一 2 1
46 碓井　好美 3
47 井脇　雅彦 3 1
54 小山　裕之 5
55 髙橋　利勝 2
61 佐藤　利昭 3 2
62 坂本　光男 1
72 加藤　靖浩 3
79 三村　哲也 3 1 

電気科
31 青木　正弘 3
31 永坂　　禎 2
31 山本三樹夫 3
33 中野　　剛 3
34 田中　俊文 2
34 鈴木　明男 3
36 田辺　恵司 2
37 中嶋　　弘 10
40 西澤　璋浩 3
43 富田　　博 4
44 榎本　孝一 5
44 小暮　政人 5
44 中丸　幹雄 3
45 金野　光郎 2
46 羽生　鎮雄 3
47 鈴木　敏明 3 2
49 富永　　肇 6 2
50 佐藤　孝之 2
50 小林　　晃 3 1
54 佐々木一夫 10
58 大河内　誠 3
70 岩下　　厚 4 1
76 田村　祐一 5
83 小川　恭平 3

化学科
29 井上　　昇 3
29 望月　重男 3
38 潮田　勝義 3
38 梶野　　洋 3
38 小坂　俊子 3

38 廣田　勝彦 2
38 森　　佑二 3
40 長田　　稔 3 1
41 田島　雅博 12
45 成田　　実 3
47 柴田　喜愛 3
48 庄司　　晃 3
54 細野　研二 3
55 長沼　　均 3
64 中島　和昭 3
69 吉田　良和 3
70 及川　栄子 4
70 増子　幸枝 3 2

種電
1 山口猪三郎 10

定商
6 新堀　三郎 10
8 田中　　峻 2
8 稲垣　徳子 3 3
9 前田　直枝 2

定機
17 新宮　清史 3
21 石川　定夫 1

定電
15 渋谷　　忠 3
19 前田　石蔵 3

総合技術科
94 阿部　海斗 5
98 小早川章汰 2

情報処理科
2 大山　聖美  10
5 霜越　浩美 1
コンビニ振込の会員

商業科
31 奥井　正弘 3
32 今野　　努 3
33 太田　憲明 3
33 中根　良夫 3
33 小林　勝彦 3
34 池田　一三 3
34 本多　淳一 3
34 和田　広行 3
35 高畠　規人 3
35 草間　京子 3
35 深津　昌男 3
36 東　　怜子 3
37 大山　　晃 3
37 加藤　精一 3
38 清水　勇輔 3
41 三浦　則子 3
41 長友千鶴子 3

43 小林　一美 3
44 関田　和久 3
45 宗田　和子 3
46 山崎美枝子 3
48 吉川　　裕 3
48 山本　恵子 3
49 樋口　　正 3
49 布施　一江 3
51 和歌月美知子 3
51 磯　よし子 3
51 古川絵里子 3
51 増野　清美 3
52 小泉  智子 3
55 原田美知子 3
58 田村　昭子 3
70 守谷　　茂 3

機械科
30 相澤　直哉 3
31 片岡　敬司 3
31 新野　純一 3
32 岡本　正治 3
33 田辺　和夫 3
34 佐々木孝光 3
35 岡田　　弘 3
36 斎藤　　滋 3
36 井上　邦雄 3
36 高橋　伸和 3
36 永嶋　嗣生 3
36 佐藤　昭夫 3
37 丸山　　武 3
38 酒井　忠裕 3
38 松本　勇治 3
38 太田　義夫 3
40 箕輪　純三 3
41 富山　晃行 3
41 長嶋　泰信 3
41 峯岸　紀行 3
42 園　　正喜 3
43 石井　正崇 3
43 大八木光博 3
43 佐藤　光親 3
45 瀬崎　芳則 3
46 柳下　正勝 3
48 入沢　　孝 3
50 高野　　茂 3
50 池田　輝彦 3
51 田島　和之 3
51 平　　敏司 3
51 沼尾　丈継 3
52 小泉　和義 3
57 山田　　守 3

郵便振込の会員
商業科

卒期 氏　名 会費 賛助
旧職員 大嶋　　充 3
31 鈴木　秀雄 3
31 加藤　　實 3
34 橘田　英雄 6
32 重田　健治 2
33 小林　勝彦 5
35 柿澤　雅夫 6
36 小島　　健 3
37 大庭　健次 15
37 菅　　哲男 3
38 清水　勇輔 2 1
38 荻田　弘子 3 1
39 市川　治江 3
39 戸田 加代子 10
40 五十嵐治夫 5
41 廣瀬　保則 3
42 岡　　昌子
43 白井　勇次 3
45 荒井　義一 3 3
47 松浦　秀俊 2
49 栗原　廣之 3
51 服部　幸恵 3
53 小梁川夕美子 3
58 西川　洋子 3
70 宮川　　学 2 5

機械科
27 木俣　敏雄 3
27 土志田純宏 6
36 髙橋　伸和 3
37 相川　武久 2
38 桑山　松夫 3
38 平戸　英雄 2
38 山之井英雄 2
39 紙透　敏夫 3 1

年会費・賛助会費
納入者一覧表

今回の掲載名簿は次の受付日です
令和6年10月1日～令和7年3月31日

郵便振替・銀行振込・現金
による受付のものです
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物故会員名簿（敬称略）

科 氏名 逝去日

商 37 鈴木　節夫 R6.9

定電 2 竹内　太一 H27.2.8

商 39 吉田　勝彦 R.6.3.20

機 35 中川　幸一 R6.10.16

定機 21 飯野密太郎 R2.11.22

商 37 海老塚　彰 R2.7.16

電 35 坂口　勝夫 R1.12.6

商 30 市川　次男 R5.2.19

定機 15 橋本　光司 R6.1.6

商 21 田辺徳二郎 R5.3

定電 7 藤巻　一夫 R5.10.9

機 22 原　　　保 R6.7.13

機 35 梶ヶ谷義明 R3

機 29 五十嵐隆二 R5

機 21 玉置　英生 R5.2.3

定電 6 櫛田　　英 不明

商 31 石井　忠良 R6.1.9

定機 9 栗飯原　勉 H30.6

電 44 佐藤　　孝 R4.4

商 30 深川　　浩 R6.11.17

商 29 根本　　誠 R5.7.27

種機 1 井上　末松 不明

機 14 久保田　実 R2.9.29

機 40 八七橋建次 不明

電 31 青木　正弘 R6.1.24

電 34 荒木　康夫 R3.8.25

機 28 三觜　　博 H15.8.26

商 35 伊東　智夫 不明

商 56 須山佐知子 R4.6

機 43 石井　正崇 R6.10.13

化 21 成田　敏郎 H23

商 32 池田浚一郎 R7.3.11

商 39 西沢司磨子 R5

機 40 飯田　寛二 R6.9.26

機 42 加藤　　勲 R6.7.19

機 40 南川　藤夫 R6.2.22

御逝去されました会員の皆様には
心から哀悼の意を表します。
※年会費・賛助会費・終身会費の会費

等の単位は千円です。
※敬称は省略させていただきます。

順不同

終身会費
平成31年 4月〜令和7年 3月
科 卒期 氏　名

商業 31 平沢富三郎
33 若林　敏男
33 中根　良夫
33 岩田　　順
34 寺田慶太郎
37 早川　英雄
42 岡　　昌子
42 大塚　和子
41 小入羽和江
42 川口　禎二
44 戸田　久美
44 森田　房子
45 小針　路子
45 向井　茂子
49 石黒　新一
49 瀬下　久恵

60 大羽　将之 3
61 谷口　知則 3
62 坂本　光男 3

電気科
27 安田　文男 3
28 大貫　　優 3
28 武井　郁治 3
33 高井　金次 3
33 大貫　　優 3
34 有本誠一郎 3
35 望月　重公 3
35 近藤　　清 3
36 田辺　恵司 3
37 内海　美光 3
37 北村　賢三 3
37 田野井与市 3
37 中嶋　　弘 3
38 大島　智明 3
39 長田　　功 3
39 桜井　洋次 3
39 牧野　好延 3
40 秋元　輝雄 3
41 池谷　正己 3
41 蒲谷　金次 3
41 河本　敏彦 3
41 守　健一郎 3
41 大迫　孝男 3
42 指田　　弘 3
44 鶴田　静男 3
44 西野　三郎 3
44 長谷川　賢 3
44 金子　　明 3
48 岩崎　修次 3
48 渋谷　幸秀 3
49 広瀬　治親 3
49 小俣　　望 3
51 小澤　芳明 3
51 北村　義郷 3
51 小糸　末雄 3
52 時長　秀敏 3
53 大塚　　弘 3
53 五十嵐芳男 3
68 名越　康弘 3
73 難波　正人 3
73 牛丸　茂樹 3
79 梅澤　和行 3
87 小島　　啓 3

化学科
29 望月　重男 3
31 小島　恒明 3
32 斎藤　　勉 3

51 中代満里子
53 佐藤由美子
53 下村　悦子
55 勝間田譲二
58 仙田　浩司
60 山本　和江
60 名越真由美
60 鈴木恵美子
73 今泉　直人

機械 40 加藤　孝男
41 松井　政義
41 荒井　茂明
43 石井　正崇
45 水越　　正
46 碓井　好美
47 田中　成和
48 森　　栄治
48 黒沢　克己
48 高橋　幸雄
51 打田　　修
53 佐藤　明則
53 下村　雄一
57 有海　隆夫

電気 36 伊波　四郎
37 中嶋　　弘
39 長田　　功
40 久保寺　一
46 常盤　　勇
50 星野　芳男
51 佐野　　正
51 下平　　茂
51 薗田　勝幸
59 横山　邦夫
76 田村　祐一
80 白鳥　健太

化学 32 西関　　武
33 鈴木　一郎
45 斉藤　隆男
45 高橋　　保
46 吉田　澄子
47 村上　正和
52 石綿　良子
55 瀧野瀬龍代

情報処理 1 勝俣　正江
2 大山　聖美
2 斉藤　綾子
3 風間　好美

17 熊谷　　泰
定商 4 星田　一雄

6 新堀　三郎
7 佐藤　初子

33 岩田　　順 3
35 野木　靖之 3
37 藤巻　輝明 3
54 島田きよみ 3
56 名川　妙子 3
57 佐藤　信治 3
58 植草　郁子 3
61 江崎　正彦 3
61 水島　考治 3

情報処理科
2 渡辺フミ子 3
9 中村　昌昭 3

12 大久保公恵 3
16 大石さおり 3

総合技術科
94 阿部　海斗 3

定商
5 村田　　豊 3
9 塙　　善光 3

23 篠本　正代 3
定機

6 大岡　　実 3
8 広谷　　武 3

11 大島　顕司 3
21 益子　武久 3
22 坂牧　竹司 3
23 諏訪　　清 3

定電
18 星野　國和 3

電併
1 池田　健蔵 3
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99

前
回
の
雄
飛
1
2
5
号
か
ら「
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
向
け
振
込
票
」＋「
コ
ン
ビ
ニ
振
込
票
」

両
方
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

１
．
終
身
会
費
、
賛
助
会
費
、
同
窓
会

1
0
0
周
年
寄
付
金
は「
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
向
け
振
込
票
」
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

２
．
年
会
費
の
納
付
に
は
「
コ
ン
ビ
ニ

振
込
票
」
が
便
利
で
す
。（
納
付
金

額
が
自
由
に
設
定
出
来
な
い
た
め

に
、
年
会
費
専
用
と
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
）

３
．
令
和
６
年
度
卒
業
生
（
2
0
2
5

年
3
月
卒
業
）
の
皆
さ
ま
は
、
既

に
入
会
金
と
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
の
で
今
年
度
は
不
要
で
す
。
来

年
度
か
ら
年
会
費
納
入
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

４
．
若
い
会
員
の
方
々
は
、
終
身
会
費

が
お
得
で
す
。
終
身
会
費
は
年
会

費
10
年
分
で
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
年
会
費
の
値
上
げ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
終
身
会
費
は
据
え
置
き

ま
し
た
。
終
身
会
費
を
納
入
い
た
だ
き

ま
す
と
、
生
涯
同
窓
会
報
「
雄
飛
」
を

お
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
転
居
な
ど
で
住
所
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
お
手
数
で
す
が
同
窓
会
事
務
局
ま
で

新
住
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
一
度
郵
便
局
か
ら
戻
っ
て
来
て
し
ま
い
ま
す

と
、
次
号
か
ら
発
送
が
出
来
な
く
な
り
ま
す

同
窓
会
費
の

納
入
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

前
号
（
雄
飛
１
２
５
号
）
よ
り
、
同

窓
会
年
会
費(

３
０
０
０
円)

の
コ
ン
ビ

ニ
振
込
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

終
身
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
追
加
の
年
会
費
納
入
が
不
要
な

と
こ
ろ
、
数
十
名
の
終
身
会
員
様
か
ら

コ
ン
ビ
ニ
振
込
に
よ
る
年
会
費
を
、
重

複
し
て
納
入
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
幹
事
会
で
取
扱
い
を
協
議
し

た
結
果
、
同
窓
会
の
危
機
的
財
源
を
考

え
、
誠
に
勝
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
賛

助
会
費
と
し
て
受
け
取
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
同
窓
会
運
営
に
有
効
に
利
用
さ
せ

て
頂
く
事
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
各
会
員
に
ご
連
絡

し
、
説
明
さ
せ
て
頂
く
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
誌
の
書
面
に
て
御
礼
を
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
身
会
員
様
の
年
会
費
納
入
の
取
扱

に
付
き
ま
し
て
ご
了
解
頂
く
と
共
に
、

皆
さ
ま
の

ご
厚
意
に

暑
く
御
礼

申
し
上
げ

ま
す
。

　

誠
に
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

終
身
会
員
様
へ

コ
ン
ビ
ニ
振
込
頂
い
た

年
会
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

前
回
の
会
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
同
窓
会
費
の
納
入
に
関
し
て
、
危
機
的

状
況
で
あ
る
旨
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
か
ら
「
コ
ン
ビ
ニ
振
込
」
の

導
入
に
加
え
、会
報
誌（
雄
飛
1
2
5
号
）

同
窓
会
が
危
機
的

状
況
で
す

を
住
所
の
分
か
っ
て
い
る
会
員
様
全
員

に
配
布
し
た
こ
と
で
、
令
和
5
年
実
績

よ
り
会
費
収
入
が
、
1
0
0
万
円
ほ
ど

増
え
ま
し
た
。

　

終
身
会
費
の
納
入
者
が
大
幅
に
増
え

た
事
と
、
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
入
会
し

て
頂
い
た
入
会
金
が
大
き
い
理
由
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
窓

会
費
の
収
入
額
が
支
出
額
を
下
回
っ
て

い
る
現
状
に
変
わ
り
な
く
、
毎
年
赤
字
を

計
上
し
て
い
る
現
状

で
、
回
復
傾
向
が
見

え
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
同
窓

会
活
動
が
令
和
9
年

一
杯
で
活
動
で
き
な

い
見
込
み
で
す
。（
あ

と
３
年
後
で
す
）

　

令
和
６
年
度
の
会

費
納
入
者
で
す
が
、

終
身
会
員
が
28
名
、

年
会
費
が
３
２
３
名

に
な
り
ま
し
た
。

　

会
費
納
入
い
た
だ

い
た
会
員
の
皆
さ
ま

に
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

納
入
を
休
止
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
だ
納
入
頂

い
て
い
な
い
皆
さ
ま
に

つ
き
ま
し
て
、
同
窓

会
の
運
営
に
関
し
て
何

卒
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

同窓会収支試算表 令和５年
( 過去 )

令和６年
( 実績 )

令和７年
( 予定 )

令和８年
( 見込 )

令和９年
( 見込 )

1. 会費  1,649,500  2,876,300  2,191,600  2,010,000  2,010,000 
入会金  500,500  712,800  741,600  720,000  720,000 
終身会費  150,000  840,000  300,000  150,000  150,000 
年会費（ゆうちょ＋コンビニ）  476,000  937,000  750,000  690,000  690,000 
賛助会費  523,000  386,500  400,000  450,000  450,000 

2. その他収入（会報広告など）  473,225  333,137  386,000  386,000  386,000 
当年収入の合計 ¥2,122,725 ¥3,209,437 ¥2,577,600 ¥2,396,000 ¥2,396,000 

1. 会報費用（雄飛 124 号、125 号）  1,420,197  1,639,046  1,300,000  1,300,000  1,300,000 
2. 事業費（母校支援費など）  460,622  285,243  367,000  367,000  367,000 
3. 管理費（事務局）  1,888,185  1,787,542  1,834,000  1,834,000  1,834,000 
 当年支出の合計 ¥3,769,004 ¥3,711,831 ¥3,501,000 ¥3,501,000 ¥3,501,000 
 当年収支差額 -¥1,646,279 -¥502,394 -¥923,400 -¥1,105,000 -¥1,105,000

 終身会費積立金（繰越額） ¥3,540,965 ¥3,064,702 ¥3,402,308 ¥2,778,908 ¥1,823,908
 終身会費繰入額  1,133,334  840,000  300,000  150,000  150,000 
 終身会費取崩額  1,609,597  502,394  923,400  1,105,000  1,105,000 
 終身会費積立額 ¥3,064,702 ¥3,402,308 ¥2,778,908 ¥1,823,908 ¥868,908
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商業科
藤井　和子（36）
会誌の送付をありがとうございます。皆様のお
世話で貴誌が続けられますように。

菅　哲男（37）
祝　同窓会創設 100 周年

大庭　健次（37）
同窓会 100 周年おめでとうございます。　　

戸田　加代子（39）
お世話様です。夫が 5 年前に病いで亡くなり私、
一人になりました。年金暮らしで少いですが賛
助会費です。西澤司磨子さんは肝臓ガンで 5 年
前に亡くなったと娘さんからパソコンにメール
がありました。　 

五十嵐　治夫（40）
今年は同窓会創設 100 周年。80 才になり同窓会
行事にはなかなか参加で出来ませんが、気持ち
お送りさせて頂きます。

山本　恵子（48）	
同窓会が成功しますように。役員の方々ごくろ
うさまです。

谷口　英子（51）	
同窓会 100 周年おめでとうございます。同窓会
活動が今後も末永く続きますようお祈り申し上
げます。　

機械科
三觜　博（28）（ご家族様より）　	
父は平成 15 年 8 月 26 日に亡くなりました。ご
連絡が遅くなり大変申し訳ございません。今後
の同窓会のご発展をお祈りいたします。

南川　藤夫（28）（ご家族様より）　	
南川藤夫　機（28）（91 才）令和 6 年 2 月 22
日死去しました。会報ありがとうございました。
雄飛会の御発展を祈ります。　（代）南川利惠

尾島　和徳（29）	
事務局にメールにて退会を（会報送付停止）依
頼しました。同窓会 100 周年おめでとうござい
ます。

飯田　寛二（40）（ご家族様より）　	
夫は令和6年9月26日に亡くなりました。長年、
お世話になりありがとうございました。100 周
年へ寄付させて頂きます。

加藤　勲（42）（ご家族様より）　	
2024 年（R6）7 月 19 日心不全の為死亡致しま
した。長い間お世話になり、有難うございました。

平石　修（43）	
喜寿を迎える歳となりました。校長室の名教自
然の額は経師ひらいしの私の作品、ミニ通信の
所に毎回出るのがうれしいです。

石井　正崇（43）（ご家族様より）　	
父、石井正崇は令和 6 年 10 月 13 日（日）に永
眠を致しましたので、今回を最後とさせて頂き
ます。　長男　石井信隆

電気科
山本　達治（24）（ご家族様より）　	 　　　　
父は既に平成 26 年 6 月に他界しております。ご連
絡遅くなり、申し分けありません。100 周年寄付
を最期にします。ご受納ください。息子より

青木　正弘（31）（ご家族様より）
夫、正弘は 2024 年 1 月 24 日に病死致しました。
長い間大変お世話様でした。　妻　青木サト

中野　剛（33）
老齢のため本日限りで退会させて戴きます。何
卒宜しくお願い致します。長年にわたり有難う
ございました。

荒木　康夫（34）（ご家族様より）　
連絡が遅くなりました。荒木康夫は令和 3 年 8
月 25 日に逝去いたしました。よろしくお願い申
し上げます。　妻　荒木佳代子

伊里　裕貴（37）
同窓会 100 周年おめでとうございます

砂山　矩亨（37）
同窓会 100 周年のイベントとその後の更なる発
展を願っております。

佐藤　博和（66）
コロナにまけるな

化学科
成田　敏郎（21）	 （ご家族様より）　
100 周年おめでとうございます。成田（平成 23
年 83 才死亡）お世話になりました。感謝いた
します。ますますのご発展をお祈りいたします。

小坂　俊子（38）　
遠方と高齢の為、同窓会には縁遠くなり今季を
持って退会させて戴きます。会報等を戴き大変
お世話戴きありがとうございました。末長い発
展を願っています。

柴田　喜愛（47）	
いつもお世話になっております。すくないです
が振込致します。今後も宜しくお願い致します。
村上　正和（47）	 　
卒業してから 50 数年、今は八ヶ岳南麓との二拠
点生活を楽しんでいます。

及川　栄子（70）	 　　　　　　　
同窓会 100 周年おめでとうございます。

情報科
氏家　ちひろ（8）	 　　　　　　　
同窓会創設 100 周年おめでとうございます。
昭和 59 年卒業の今年還暦を迎える皆さん、11
月 29 日は、ホテル · ザ · ノット YOKOHAMA
に集い、100 周年の記念式典 · 祝賀会を盛り上
げましょう！

会費をお振込いただきありがとうございます。
本欄は郵便振込用紙の通信欄に記載されたも
のを掲載しています。一部長文は簡略化させて
いただきました。編集子は皆様からのコメント
を励みに頑張っています。　

ミニ通信

（　）は卒期
令和 6 年10 月1日～令和 7 年 3 月31日受領分
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林
先
生
の
ク
ラ
ス
会
は
、
令
和
６
年

11
月
11
日
そ
ご
う
横
浜
6
階
大
和
屋
で

行
い
ま
し
た
。

　

物
故
者
の
確
認
も
13
名
と
な
り
、
ひ
と

頃
は
20
名
以
上
の
出
席
者
を
今
回
は
11

名
と
な
り
ま
し
た
。
１
日
１
万
歩
、
週

１
ゴ
ル
フ
も
今
や
昔
、
歩
行
困
難
と
や

ら
で
欠
席
と
の
こ
と
。
数
は
減
っ
て
も

難
聴
気
味
故
、
何
時
に
な
く
大
き
な
声

で
昔
話
に
更
け
り
ま
し
た
。

　

卒
業
64
年
目
と
な
る
と
、
み
ん
な
可

愛
ら
し
い
じ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
に
な
っ

た
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
次
第
で
す
。

商
業
科
37
期　

卒
業
64
年
目
の
ク
ラ
ス
会

　

令
和
６
年
末
の
12
月
18
日
（
水
）
に

電
気
51
期
の
ク
ラ
ス
会
＆
忘
年
会
を
行

い
ま
し
た
。
今
ま
で
、
ク
ラ
ス
会
で
使
っ

て
い
た
お
店
が
閉
店
し
た
た
め
、
パ
セ
ラ

リ
ゾ
ー
ツ
関
内
（
カ
ラ
オ
ケ
店
）
で
開
催

し
ま
し
た
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
室
内
で
、

電
気
51
期

ク
ラ
ス
会
を
楽
し
む

　令
和
６
年
11
月
9
日
㈯
に
、
藤
沢
の
清
香

園
で
令
和
６
年
度
2
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
17
名
の
仲
間
が

集
い
、
美
味
し
い
お
料
理
と
懐
か
し
い
話

や
近
況
報
告
な
ど
、
和
気
藹
々
と
し
た
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
回
の
ク
ラ
ス
会
で
会
う
こ
と

を
確
認
し
、
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

（
三
田
美
恵
子
）

商
業
59
期
１
組

令
和
６
年
度
２
回
目
の
ク
ラ
ス
会

　

次
回
の
ク
ラ
ス
会
は
令
和
７
年
11
月

の
第
２
月
曜
日
11
時
そ
ご
う
横
浜
時
計

台
の
下
に
集
合
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

商
業
37
期
林
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん
、
挙
っ

て
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
回
ク
ラ
ス
会
の
お
知
ら
せ

・
令
和
７
年
11
月
10
日
（
月
）　

11
時

・
そ
ご
う
横
浜
時
計
台
の
下　

-

集
合

（
商
業
科
37
期　

菅　

哲
男
）

時
間
延
長
し
て
歓
談
や
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
毎
年
、
ク
ラ
ス
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
皆
と
逢
う
と
話
題
は
尽
き

な
い
で
す
ね
。
本
誌
を
ご
覧
に
な
っ
た
電

気
科
51
期
１
組
の
皆
さ
ま
、
是
非
一
緒
に

ク
ラ
ス
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
連
絡

待
っ
て
ま
す
。

幹　事：電気 1 組　亀田妙子（旧姓　渡辺妙子）
メール：fuuri@yokohama.email.ne.jp

　同窓会には関心はないが、クラス会を企画して皆と久し振りに逢ってみたいな。皆元気かな？　でも、幹事役
を自分でやるのは面倒だし、どうすれば良いかも分からない。ましてや、会場セッティングやクラス皆の連絡先
も分からないし、連絡するのも大変なので、誰か幹事役をやって欲しいな。
　そのような、リクエストに同窓会がお手伝い出来ると思います。
　クラスの代表者と打合せを行い、クラスの方々への連絡、会場のセッティング、恩師への連絡など、同窓会事
務局スタッフがクラス会実施に向けたサポートを致します。費用は郵便代など、実費はご負担頂きますが、会費
等で賄えるよう、サポートします。もちろん同窓会がお手伝いする料金などは無料です。
　クラス会・学年同窓会をお考えの方は、是非、同窓会事務局にお声がけください。
事務局　TEL&FAX 045-352-3306    E-mail   info@yuuhikai.com 

クラス会を実施しませんか？同窓会事務局がお手伝いします
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転
　
　
入
　
　
者

教
科
等

氏
名

前
任
校

教
頭

佐
野
　
千
香

横
須
賀
高
等
学
校
（
定
時
制
）

保
体

坪
内
　
　
寛

横
浜
桜
陽
高
等
学
校

家
庭

長
瀬
　
巳
奈

永
谷
高
等
学
校

数
学

橋
下
　
吉
伸

湘
南
高
等
学
校

国
語

佐
々
木
恵
秀

茅
ケ
崎
北
陵
高
等
学
校

商
業

椎
葉
　
健
一

麻
生
総
合
高
等
学
校

工
（
化
）

野
口
　
優
志

横
須
賀
工
業
高
等
学
校

工
（
化
）

加
藤
　
則
仁

神
奈
川
総
合
産
業
高
等
学
校

国
語

三
觜
　
呼
夏

鎌
倉
高
等
学
校

工
（
化
）

林
原
　
美
樹

磯
子
工
業
高
等
学
校

商
業

稲
本
美
穂
子

平
塚
農
商
高
等
学
校

外
（
英
）

高
田
　
裕
義

上
矢
部
高
等
学
校

工
（
電
）

佐
藤
　
駿
介

川
崎
工
科
高
等
学
校

工
（
機
）

松
澤
　
豊
明

向
の
岡
工
業
高
等
学
校

工
（
機
）

加
藤
　  

陸

新
任

商
業

遠
藤
　
徳
子

（
再
任
用
）

転
　
　
出
　
　
者

教
科
等

氏
名

新
着
任
校

教
頭

稲
垣
弘
太
郎

神
奈
川
工
業
高
等
学
校
（
定
時
制
）

新
任
教
頭

加
藤
　
世
紀

横
須
賀
大
津
高
等
学
校

数
学

牧
内
　
悠
真

横
浜
緑
ケ
丘
高
等
学
校

国
語

小
澤
悠
一
郎

港
北
高
等
学
校

外
（
英
）

長
岡
　
正
馬

松
陽
高
等
学
校

工
（
化
）

松
井
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

川
崎
工
科
高
等
学
校

保
体

保
田
　
健
吾

海
洋
科
学
高
等
学
校

工
（
機
）

井
旗
　
　
亮

藤
沢
工
科
高
等
学
校

商
業

中
村
　
智
宏

厚
木
王
子
高
等
学
校

工
（
機
）

岩
井
　
清
隆

向
の
岡
工
業
高
等
学
校

工
（
電
）

廣
木
　
　
翔

磯
子
工
業
高
等
学
校

国
語

島
嵜
　
有
希

産
業
技
術
短
期
大
学
校

工
（
電
）

大
嶺
　
健
明

退
職

工
（
化
）

齊
藤
　
　
真

退
職

数
学

上
村
　
柊
太

退
職

家
庭

大
友
あ
か
ね

退
職

工
（
化
）

福
島
　
大
祐

退
職

商
業

武
藤
　
清
造

退
職

令和 7 年度商工高等学校　教職員人事異動

商
工
56
期
集
ま
れ

同
期
会
を
開
催
し
ま
す

　

１
９
７
６
年
（
昭
和
51
年
）
に
商
工
に

入
学
し
た
同
期
生
は
、
今
年
度
65
歳
に
な

り
、
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
ま
す
。「
会

え
る
う
ち
に
逢
え
た
ら
い
い
ね
」
そ
ん
な

機
会
つ
く
る
た
め
同
期
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
申
込
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

お
申
込
み
下
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

幹
事
長

情
報
処
理
科
２
組　

青
木
恵
美
子
（
旧
姓
）

幹
　
事

機
械
科
１
組　

小
林　

良
成

情
報
処
理
科
２
組　

石
坂　

好
美
（
旧
姓
）

電
気
科
２
組　

塩
原　

正
美

商工 56 期  同期会
1)開催日時
令和７年６月 29 日（日）
13：00 ～15：00
2)場　　所
ホテル・ザ・ノット　ヨコハマ
〒 220-0005 
横浜市西区南幸 2-16-28
☎ 045-311-1311
3)会　　費
10,000 円 

（飲食代 8,000 円＋ Web サイト利用料・手数料他）
右記 QR コードより、イベント用 Web にて申込下さい。
※連絡を取っている仲間が、イベント用 Web サイトを
用意しました。なお、Web サイトが利用できない方は、
個別に対応しますので、同窓会事務局まで、メールか
電話にてご連絡ください。

＜問い合わせ先＞
同窓会事務局

（月・水・金 コアタイム 11 時 -15 時）
電話　045-352-3306
Mail　info@yuuhikai.com
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晴
天
の
3
月
１
日
（
土
）
令
和
６
年
度

の
卒
業
式
が
母
校
体
育
館
に
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
卒
業
生
が
入

場
。
各
自
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
川
島
学
校

長
よ
り
ク
ラ
ス
の
代
表
者
に
卒
業
証
書
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
じ
め
、
来
賓
の
P
T
A

会
長
、
同
窓
会
会
長
か
ら
「
卒
業
生
の
皆

さ
ん
は
商
工
で
学
ん
だ
3
年
間
で
大
き
な

成
長
を
遂
げ
て
お
り
、
新
し
い
道
に
誇
り

と
自
信
を
も
っ
て
、踏
み
出
し
て
欲
し
い
」

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
令
和
７
年
４
月
８

日
、
商
工
高
等
学
校
に
２
３
７
名
の
新
入

生
が
川
島
校
長
よ
り
入
学
許
可
さ
れ
て
、

１
０
５
期
生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。

・
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科　
１
１
８
名

・
総
合
技
術
科　
　
　
１
１
９
名

　

今
年
の
新
入
生
は
１
倍
以
上
の
募
集
倍

率
を
く
ぐ
り
抜
け
、
入
学
し
た
生
徒
た
ち

で
す
。

　

校
長
先
生
か
ら
は
、
新
入
生
に
対
し
て

次
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

①
授
業
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。
普
通
科
の
学
校
と
違
い
、
専
門
教

科
を
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
で
知
識
・

技
能
が
身
に
付
く
は
ず
で
す
。

②
困
っ
た
こ
と
は
一
人
で
悩
ま
ず
、友
人
、

先
生
、
家
族
、
誰
で
も
い
い
の
で
、
周

と
励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

　

卒
業
し
た
生
徒
数
は
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス

科
（
1
～
4
組
）
1
0
3
名
、
総
合
技
術

科
（
5
～
8
組
）
98
名
、
合
計
2
0
1

名
が
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
窓
会
に
も
1
9
8
名
の
新

し
い
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

り
の
人
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

③
挨
拶
を
し
っ
か
り
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。
商
工
生
の
基
本
的
な
行
動
と
し
て
、

身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

是
非
、
新
入
生
の
皆
さ
ま
に
は
充
実
の

３
年
間
を
過
ご
し
、
商
工
で
の
高
校
生
活

を
楽
し
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
在
校
生
と
同
窓
会
３
名
が
「
校
歌
」
と

自
由
の
園
生
を
新
入
生
に
披
露
し
ま
し

た
。

令
和
６
年
度
卒
業
式　

２
０
１
名
が
巣
立
っ
た

令
和
７
年
度
入
学
式　

新
入
生
２
３
７
名
が
入
学
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２
０
２
４
年
12
月
７
日
（
土
）、
８
日

（
日
）
の
２
日
間
、
静
岡
市
・
ツ
イ
ン
メ
ッ

セ
静
岡
で
「
全
国
プ
ラ
モ
デ
ル
選
手
権

大
会
（
次
世
代
模
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

ホ
ビ
ー
の
ま
ち
静
岡
）」
の
第
一
回
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
静
岡
市
が
プ
ラ
モ
デ
ル
の

出
荷
額
の
８
割
以
上
を
占
め
る
こ
と
か

ら
、
プ
ラ
モ
デ
ル
の
聖
地
と
し
て
、
模
型

フ
ァ
ン
の
間
で
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

受
け
、官
民
連
携
し
て
「
ホ
ビ
ー
の
ま
ち
」

と
し
て
盛
り
上
げ
る
た
め
、
高
校
生
の
も

の
づ
く
り
へ
の
興
味
関
心
の
深
化
と
創

造
・
企
画
・
技
術
・
構
成
・
プ
レ
ゼ
ン
力
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

第
一
回
目
の
今
大
会
は
、
全
国
か
ら

27
校
・
約
１
２
０
人
が
参
加
さ
れ
、
約

１
６
０
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
高
等
学
校
は
、
技
術
研
究
部
の
４

名
（
福
井
く
ん
、
本
多
く
ん
、
遠
藤
く
ん
、

萩
原
さ
ん
）
が
４
部
門
８
作
品
を
出
品

し
ま
し
た
。（
ち
な
み
に
、
先
日
Ｆ
Ｏ
Ｘ

快
挙
！

全
国
プ
ラ
モ
デ
ル
選
手
権
で
日
本
一優秀作品

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
全
国
大
会
出
場
の
記

念
品
と
し
て
贈
呈
し
た
ア
ク
リ
ル
板
を

加
工
し
て
、
今
大
会
の
作
品
を
作
成
し

た
と
の
事
で
す
）

　

■
審
査
の
結
果
、
各
部
門
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
、
商
工
高
校
が
第
一
回
目
の
全
国

プ
ラ
モ
デ
ル
選
手
権
大
会
で
「
最
優
秀
高

校
賞
（
日
本
一
）」
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
は
左
記
の
通
り
で

す
。

【
最
優
秀
高
校
賞
】

神
奈
川
県
立
商
工
高
等
学
校

　

左
記
の
４
作
品
が
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞

を
獲
得
し
、
総
合
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

【
課
題
テ
ー
マ
部
門
（
テ
ー
マ
誕
生
）】

★
優
秀
賞
「
マ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
誕
生
!!

宇
宙
へ
」

【
単
体
部
門
・
メ
カ
ト
ロ
ウ
ィ
ー
ゴ
コ
ー

ス
】

★
最
優
秀
賞
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」

★
優
秀
賞　
「
技
術
研
究
部　

天
（
そ
ら
）

へ
の
想
い
I
」

【
単
体
部
門
・
フ
レ
ー
ム
ア
ー
ム
ズ
・
ガ
ー

ル
、
メ
ガ
ミ
デ
バ
イ
ス
コ
ー
ス
】

★
優
秀
賞
「
猛
火
の
炎
」

　

先
日
、
学
校
に
行
っ
た
時
、
た
ま
た

ま
休
憩
時
間
に
福
井
君
か
ら
「
会
長
！
」

と
声
を
掛
け
て
く
れ
て
本
人
か
ら
直
接

報
告
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
技
術
研
究
部
の
メ
ン
バ
ー
が

２
カ
月
間
に
わ
た
り
、
夜
遅
く
ま
で
自

主
的
に
活
動
し
た
と
の
こ
と
で
、「
日
本

一
」
を
獲
得
し
た
こ
と
に
頑
張
っ
た
本

人
達
が
一
番
自
信
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。

卒
業
前
の
素
晴
ら
し
い
経
験
に
な
っ
た

の
で
は
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
以
下
のW

eb, YouTube

で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
見

て
く
だ
さ
い
。

出品されたそれぞれの作品・ウサギとカメ／技術研究部　天（そ
ら）への想い 1 ／猛火の炎

写真右より・本多くん・萩原さん・遠藤くん
授賞式を終えた、技術研究部の皆さん

表彰式の様子

URL（静岡朝日テレビ）
⇒「模型のまち静岡」で高校生のプラモデル日本一を決める大会が
初開催　静岡県内の高校は？

URL（HobbyJAPAN Web）
⇒高校生を対象とした模型作品コンテスト「全国プラモデル選手権
大会」が閉幕——最優秀高校賞に輝いたのは !? 各部門の入賞作も発
表 !! | 電撃ホビーウェブ

URL（スポーツ報知）
⇒ “ プラモデル甲子園 ” 静岡市で初開催…高校生対象の大会は全国初
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皆
さ
ん
は
「
ス
ポ
G
O
M
I
甲
子
園
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

全
国
の
高
校
生
が
各
エ
リ
ア
で
ご
み
拾

い
を
競
い
合
い
、「
高
校
生
ご
み
拾
い
日
本

一
！
」
を
決
め
る
大
会
で
す
。
３
名
で
チ
ー

ム
を
組
み
、
競
技
時
間
内
で
予
め
決
め
ら
れ

た
競
技
エ
リ
ア
内
の
ご
み
を
拾
い
、
そ
の
質

と
量
を
競
い
合
う
地
球
に
最
も
や
さ
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　

今
回
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
の
有
志
が
、

ス
ポ
G
O
M
I
大
会
を
自
分
た
ち
の
手
で

主
催
し
た
い
と
の
声
を
挙
げ
て
、
一
般
社
団

法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
ポ
ー
ツ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

様
と
内
容
な
ど
を
協
議
し
た
上
で
、
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

開
催
日
：
４
月
26
日
（
土
）

時　

間
：
9
時
集
合
、
10
時
～
12
時
の
競
技

場　

所
：
商
工
に
集
合
し
、
今
井
町
内
の
ゴ

ミ
拾
い
。

 

ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ 

in　

今
井
町

商
工
ボ
ラ
テ
ィ
ア
同
好
会

　

同
窓
会
（
雄
飛
会
）
と
し
て
も
母
校
支

援
予
算
か
ら
費
用
の
一
部
を
協
力
す
る
事
に

し
ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
12
チ
ー
ム
32
名
が
参
加
し

て
、
今
井
町
の
町
内
を
１
時
間
掛
け
て
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
初
、
ゴ
ミ
な
ど
は
あ
ま
り
拾
え
な
い
の

で
は
と
思
い
き
や
、
皆
さ
ん
大
量
の
ゴ
ミ
を

抱
え
て
戻
っ
て
来
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
は
、
ゴ
ミ
の
種
類
と
重
量
に
よ
り

ポ
イ
ン
ト
を
付
け
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
商
工
ら
し
い
景
品
が
用
意
さ

れ
て
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
記
念
写
真
を
撮

影
し
、
無
事
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

 　

今
回
、
初
開
催
と
な
っ
た
商
工
主
催
の

「
ス
ポ
G
O
M
I
」
で
す
が
、
短
い
準
備
期

間
の
中
で
、主
催
し
た
「
小
畠
、佐
藤
、高
鷹
、

北
原
」の
４
名
は
無
事
大
役
を
務
め
ま
し
た
。

（
当
日
、
北
原
君
が
体
調
不
良
で
、
欠
席
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。）

大会の開催に際して、日本スポ GOMI 連盟のチーフプロデューサー
からスポ GOMI に関する説明がありました。

各チームはそれぞれ大量のゴミを持って戻って来ました。

生徒が用意した表彰の盾は、アクリル板を自分たちが加工
して、用意してありました。また、副賞の「とんぼ玉ストラッ
プ」は化学科メンバーが自ら作成した物で、商工らしさが
出てました。

主催したボランティア同好会の３年生。
左から、高鷹くん、部長の小畠くん、佐藤くん。 全員で「ゴミ拾いはスポーツだ！」
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令
和
６
年
度

新
年
懇
親
の
集
い

　

令
和
６
年
度
の
新
年
懇
親
の
集
い
が
、
令

和
7
年
1
月
11
日（
土
）Ｙ
Ｂ
Ｓ
横
浜
シ
テ
ィ

ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
同
窓
会
設
立
1
0
0
周
年
記

念
行
事
と
し
て
「
新
年
懇
親
の
集
い
」
の
横

断
幕
を
「
機
34
期　

片
野
憲
三
氏
」
に
依
頼

し
、
新
製
し
ま
し
た
。

 　

懇
親
会
と
し
て
は
会
員
相
互
の
楽
し
い

会
話
で
一
時
を
過
ご
し
、
ま
た
、
新
年
懇
親

の
集
い
の
恒
例
と
な
り
つ
つ
あ
る
平
山
さ
ん

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
懇
親
会
に
花

を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
佐
々
木
さ
ん
の
エ
ー
ル
に
て
締

め
て
頂
き
、「
自
由
の
園
生
」
の
合
唱
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

花
見
会
は
雨
天
中
止

湘
南
会

　

雄
飛
会
恒
例
の
花
見
は
３
月
29
日
大

池
こ
ど
も
自
然
公
園
に
て
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
５
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
が
桜

の
開
花
が
遅
れ
チ
ラ
ホ
ラ
と
し
か
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

今
年
は
、
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は

あ
っ
た
が
残
念
な
が
ら
当
日
は
花
冷
え

と
雨
に
た
た
ら
れ
中
止
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
集
ま
っ
た
７
人
の
侍
は
、

二
俣
川
の
駅
ビ
ル
に
あ
る
居
酒
屋
で
会

場
の
設
営
に
行
っ
た
中
嶋
沿
線
支
部
長

　

令
和
6
年
12
月
8
日
（
日
）

　

毎
年
恒
例
の
活
動
報
告
会
（
忘
年
会
）

を
池
田
先
輩
（
商
32
期
）
の
お
店
で
あ

る「
さ
つ
ま
や
本
店
」で
開
催
し
ま
し
た
。  

　

当
日
は
久
し
ぶ
り
の
市
原
先
輩
（
商
32

期
）
が
参
加
さ
れ
ま
し
て
昔
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。
最
後
に
集
合
写
真
を
撮
っ

て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
P
R
リ
ー
ダ
ー　

 

持
田
久
次
）

が
撮
影
し
た
桜
の
花
を
観
賞
し
、
リ
モ
ー

ト
の
花
見
会
を
行
っ
た
。

　

来
年
こ
そ
は
本
物
の
花
見
会
を
実
施

し
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

【
化
31
期　

河
合
】

開
催
日　
令
和
7
年
10
月
22
日 （
水
）

会
　
場　
東
富
士
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

集
合
時
間　
8
時
50
分

　
　
　
　
　

Ｉ
Ｎ
ス
タ
ー
ト　

9
時
20
分

〒
４
１
０
―
１
３
０
８　

静
岡
県
駿
東
郡
小

山
町
大
御
神
６
０
４
―
３

T
E
L　

0
5
5
―
0
7
8
―
0
1
2
1

募
集
人
数　
６
組
24
名

（
募
集
締
切
９
月
22
日 

月
曜
日
）

費
　
用　
１
６
，５
０
０
円
（
参
加
費　

２
，

５
０
０
円
・
プ
レ
ー
費
１
４
，
０
０
０
円
）

昼
食
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
・
パ
ー
テ
ィ
ー
費
含

む　

直
行
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
70
歳
以
上
の
方
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

９
５
０
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

電
車
利
用
者　
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅
６
番
ホ
ー
ム
進

行
方
向
７
両
目
付
近
6
時
45
分
集
合
、
小
田

原
行
（
籠
原
始
発
）
6
時
52
分　

国
府
津
着

７
時
40
分
、
御
殿
場
線
国
府
津
発
7
時48

分
、
駿
河
小
山
着
8
時
27
分
、
駿
河
小
山
駅

か
ら
ク
ラ
ブ
バ
ス
利
用
、
8
時
40
分
ク
ラ
ブ

着
。

※
横
浜
→
駿
河
小
山（
片
道
１
．
３
４
０
円
）

問
い
合
わ
せ
　
同
窓
会
事
務
局

（
月
・
水
・
金　

10
時
30
分
～
15
時
）

T
E
L
・
F
A
X

0
4
5
―
3
5
2
―
3
3
0
6

E-m
ail　

info@
yuukikai.com

星
川
携
帯　

0
8
0
―
3
5
9
0
―
0
6
1
3

淀
川
携
帯　

0
9
0
―
8
7
4
0
―
5
3
0
1

第
36
回
商
工
同
窓
会

ゴ
ル
フ
大
会
開
催
予
告
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第
77
回　

春
の
歩
こ
う
会
は
、「
同
窓
会

創
設
１
０
０
周
年
記
念
」
と
し
て
企
画
し
た

歩
こ
う
会
で
、
相
模
鉄
道
が
念
願
で
あ
っ
た

東
京
へ
直
通
し
た
事
と
、
同
窓
会
１
０
０
年

を
祝
し
て
、
日
本
の
国
宝
で
あ
る
「
迎
賓
館

赤
坂
離
宮
」
と
「
靖
国
神
社
」
を
巡
る
歩
こ

う
会
を
行
い
ま
し
た
。　

２
０
２
５
年
４
月

12
日
（
土
）
晴
天
の
桜
吹
雪
の
中
を
快
適
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た

　

今
回
の
歩
こ
う
会
は
、
同
窓
会
だ
け
に
限

ら
ず
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
に
も
お
声
掛
け
を
し
て
、

参
加
者
の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。
結
果
と
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
９
名
を
含
め
、
27
名
の
参
加
人

数
を
数
え
、
最
近
に
な
い
参
加
人
数
で
の
歩

こ
う
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

迎
賓
館
赤
坂
離
宮
は
、
世
界
か
ら
国
賓
を

お
招
き
す
る
建
物
で
す
の
で
、
壁
や
そ
の
他

調
度
品
を
触
ら
な
い
よ
う
に
注
意
さ
れ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
館
内
は
撮
影
禁
止
で
、
豪
華

な
館
内
を
目
に
焼
き
付
け
る
だ
け
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
日
本
最
高
の
芸
術
品
の

す
ば
ら
し
さ
に
参
加
者
全
員
か
ら
感
嘆
の
声

が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

四
ツ
谷
駅
に
戻
り
、
桜
並
木
の
遊
歩
道
を

歩
い
て
靖
国
神
社
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

こ
の
遊
歩
道
は
、
雙
葉
学
園
や
白
百
合
学

園
な
ど
有
名

な
学
校
が
近

く
に
あ
る
閑

静
な
散
歩
道

で
、
歩
き
安

い
遊
歩
道
を

桜
吹
雪
を
浴

び
な
が
ら
心

地
良
い
散
歩

を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

靖
国
神
社

は
ご
存
知
の

通
り
戦
没
者

を
祭
っ
て
い

る
神
社
で
、

中
国
な
ど
か

ら
戦
犯
を
詣

で
る
件
な
ど

で
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
神
社
に
は
、「
遊
就
館
」
と
い

う
施
設
に
戦
争
遺
産
の
展
示
物
が
あ
り
、
ゼ

ロ
戦
や
人
間
魚
雷
「
回
天
」
な
ど
、
過
去
の

戦
争
の
歴
史
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

◯
歩
こ
う
会
パ
ー
ト
Ⅰ
と
し
て
は
、
こ
こ
で

自
由
解
散
と
な
り
、
各
自
、
休
憩
や
昼
食
を

取
り
、
有
志
の
人
達
で
、
花
筏
で
有
名
な
千

鳥
ヶ
淵
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
歩
こ
う
会
で
は
、
こ
の
景
色
を
見

る
た
め
に
４
月
12
日
に
設
定
し
た
経
緯
も
あ

り
、
花
筏
も
ち
ょ
う
ど
見
頃
で
あ
り
、
こ
の

時
し
か
見
れ
な
い
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
中
心
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
歩
こ
う
会
」
で
す
が
最
近
は
参
加
者
が
少

な
く
、
参
加
人
数
を
増
や
す
事
が
課
題
で
し

た
。
今
回
の
企
画
は
、
参
加
者
に
満
足
し
て

頂
く
場
所
を
選
定
す
る
事
を
ポ
イ
ン
ト
に
し

ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
に
も
多
数
参
加
い
た
だ
い

て
、
な
ん
と
か
目
標
の
２
０
名
以
上
で
の
歩

こ
う
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
参
加
者
に
満
足
い
た
だ
く
、
楽

し
い
歩
こ
う
会
を
企
画
し
て
、
も
っ
と
参
加

者
が
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
心
が
け
た
い

と
考
え
て
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
多
数
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

是
非
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

第
77
回　

春
の
歩
こ
う
会

晴
天
の
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
と
靖
国
神
社

遊就館に展示されているゼロ戦

迎賓館赤坂離宮の国宝の噴水広場で

迎賓館赤坂離宮　黄金色の門扉桜吹雪の散歩道

靖国神社

千鳥ヶ淵
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秋
の
歩
こ
う
会
予
告

ヨ
コ
ハ
マ
の

今
昔
を
感
じ
る

み
な
と
み
ら
い
巡
り

２
０
３
名
の
卒
業
生
に
向
け

同
窓
会
入
会
説
明
を
実
施

同
窓
会
事
務
局
員
ご
紹
介

　

同
窓
会
創
設
１
０
０
周
年
記
念
行
事
と

し
て
、
古
い
横
浜
の
遺
構
と
新
し
い
横
浜

み
な
と
み
ら
い
地
区
を
歩
き
、
古
き
思
い

出
と
新
し
い
見
聞
を
広
め
る
歩
こ
う
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
し
ま
す
。

　

参
加
可
能
の
方
で
実
施
致
し
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
、
参
加
者
へ
メ
ー
ル/

電

話
等
で
連
絡
し
ま
す
。

045-731-5964

https://matsuyatent.net

　

令
和
６
年
度
の
卒
業
生
に
向
け
て
、

２
０
２
５
年
１
月
31
日(

金)

に
視
聴
覚
室

で
同
窓
会
へ
の
入
会
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

説
明
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
利
用
し
て
行

わ
れ
、
多
少
の
も
た
つ
き
が
あ
り
ま
し
た

が
、
小
澤
会
長
か
ら
卒
業
生
に
向
け
、
分

か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
説
明

の
終
わ
り
に
は
、
同
窓
会
１
０
０
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け

を
行
い
説
明
を
終
え
ま
し
た
。

　

新
た
に
同
窓
会
（
雄
飛
会
）
に
迎
え
入

れ
た
会
員
を
、
心
か
ら
歓
迎
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
4
月
2
日
よ
り
同
窓
会

事
務
局
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
後
藤
小
菊
で
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、

昨
年
よ
り
弓
道
を
始
め
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
後
藤
小
菊

日時：2025 年 11 月８日（土）　集合：10 時 00 分　出発：10 時 30 分
集合場所：横浜駅東口（ポルタ入口）階段横
会費：500 円（保険代）（三菱みなとみらい館の入場料は同窓会より補助）
コース：横浜駅東口→高島ガード→三菱みなとみらい技術館→汽車道→ JICA 海
外移住資料館→赤レンガ倉庫 ( 自由散策 ) →一次解散→日本大通り ( イチョウ並
木 ) 最終解散
※昼食、飲み物は各自でご用意下さい。( 赤レンガ倉庫付近で昼食休憩予定 )
※参加希望の方は同窓会事務局までご連絡ください。
※雨天の場合は翌日に順延。その際には、参加者へメール /TEL 等で連絡します。

（判断に迷う時は担当　佐々木 080-3444 -5636、小澤 090-6933-9193 までご
確認下さい。） 三菱みなとみらい技術館の館内の様子。

見どころ満載です。
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第
20
回

青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭

　

同
窓
会
の
商
工
祭
（
雄
飛
展
）
へ
の
参

加
は
、
10
月
25
（
土
）
26
日
（
日
）
の

2
日
を
予
定
し
て
ま
す
。
同
窓
会
創
設

1
0
0
周
年
を
1
か
月
後
に
迎
え
る
P
R

と
し
て
も
例
年
通
り
、
P
T
A
や
教
職
員

に
も
人
気
の
野
菜
を
出
品
す
る
予
定
で
す
。

天
候
不
順
に
よ
り
野
菜
の
種
類
が
変
わ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
ご
容
赦

く
だ
さ
い
。

　

同
窓
会
も
年
間
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
雄
飛
展
に
来
て

頂
き
、
詳
細
を
ご
確
認
下
さ
い
。

雄
飛
展
（
商
工
祭
）

雄
飛
１
２
７
号
の
発
行
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

会
報
誌
（
雄
飛
）１
２
７
号
（
次
号
）
は
、

1
0
0
周
年
祈
念
式
典
・
祝
賀
会
の
掲

載
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
2
0
2
6

年
1
月
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雄
飛
１
２
７
号
以
降
の
発
送

は
、
同
窓
会
運
営
費
不
足
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ま
こ
と
に
心
苦
し
い
で
す
が
「
会

費
納
入
」（
終
身
会
費
・
年
会
費
・
賛
助

会
費
）
の
会
員
様
の
み
に
送
付
さ
せ
て

頂
き
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
是
非
、
同
窓
会
費
納

入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
同
窓
会
報
誌
「
雄
飛
」
の
送
付
に
つ
い
て
】

　

同
窓
会
報
誌
は
、
以
下
の
方
々
に
送

付
（
配
布
）
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

①
「
会
費
納
入
」（
終
身
会
費
・
年
会
費
・

賛
助
会
費
）
の
会
員
様
で
住
所
が
明

確
な
方
。

②
卒
業
後
５
年
以
内
の
会
員
の
方
。

③
在
学
中
の
生
徒
の
皆
さ
ま
。

※
も
し
、
会
費
納
入
に
も
関
わ
ら
ず
、

会
報
が
届
か
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
手
数
で
す
が
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
or

電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

T
E
L　

0
4
5
―
3
5
2
―
3
3
0
6

メ
ー
ル
：info@

yuuhikai.com

会
報
誌
「
雄
飛
１
２
７
号
」

（
次
号
）
に
つ
い
て

編
集
後
記

　

今
年
４
月
に
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
・
２
０
２
５　

関
西
万
博
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
チ
ケ
ッ
ト
販
売
が
芳
し
く
な

く
、
多
額
の
費
用
を
掛
け
て
開
催
す
る

意
味
が
あ
る
の
か
な
ど
と
、
批
判
的
な

意
見
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
い
ざ
開
幕

し
て
み
る
と
大
人
気
の
様
で
す
。

　

１
９
７
０
年
に
行
わ
れ
た
万
博
も
す

ご
い
人
気
で
、
自
分
も
中
学
の
修
学
旅
行

で
行
っ
た
と
き
に
大
混
雑
で
、
有
名
な

パ
ビ
リ
オ
ン
は
一
か
所
も
回
れ
な
か
っ

た
事
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
万
国
博
覧
会
で
発
表
さ
れ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
品
々
は
次
世
代
の
社
会
を
示

し
て
お
り
、
当
時
の
万
博
で
、
テ
レ
ビ
電

話
な
ど
話
題
に
な
っ
て
い
て
、
今
は
携

帯
電
話
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
商
工
同
窓
会
も
創

設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
年
会
費

の
コ
ン
ビ
ニ
振
込
が
可
能
に
な
り
、　

同

窓
会
も
１
０
０
周
年
を
一
つ
の
区
切
り

と
し
て
、
次
な
る
１
０
０
年
に
向
け
て
、

新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
同

窓
会
を
改
革
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ま
に
有
益

な
同
窓
会
で
あ
る
よ
う
に
、
必
要
な
改

善
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
是
非
、
同

窓
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
：
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
願
い

致
し
ま
す
。）

　

青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭
実
行
委
員
会

で
は
、
県
内
の
県
立
高
校
に
参
加
を
呼
び

か
け
第
20
回
「
青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
校
歌
祭
は
、
第
20
回
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
商
工
同
窓
会
（
雄

飛
会
）
も
同
窓
会
創
設
1
0
0
周
年
を

迎
え
る
記
念
の
開
催
と
な
り
、
10
月
18

日
㈯
に
、
や
ま
と
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
に

て
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
同
窓
会
（
雄
飛
会
）
は
、「
校
歌
」

と
交
友
の
歌
「
自
由
の
園
生
」
を
、在
校
生
、

P
T
A
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
合
唱
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
総
勢
43
名
に
参
加
を
い
た
だ

き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

20
回
の
節
目
と
い
う
事
も
あ
り
、
昨
年
を

上
回
る
参
加
で
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
々
の

ご
参
加
を

お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
詳
細

は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て

お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ

い
。
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令和 7 年 6 月 1 日 特別号（第 126号）（年会費3,000円・賛助会費1口1,000円・終身会費3万円）

【就職】

総合ビジネス科 株式会社　信光社
いすゞ自動車株式会社 藤沢工場 キヤノン 株式会社
ウエインズトヨタ神奈川株式会社 コムシスネット株式会社
オーケー株式会社 自衛隊

オムロン キリンテクノシステム株式会社 ステーション工業 株式会社
神奈川県 タカナシミルクロジネット株式会社
株式会社渋谷西村總本店 トヨタ自動車　株式会社
株式会社ダイワコーポレーション トレジャーファクトリー
菊池設備工業株式会社 日油株式会社川崎事業所

サミット株式会社 日揮ユニバーサル（株）平塚事業所
中華ダイニング　たくみ ホンダカーズ神奈川中 株式会社

中部飼料株式会社　本社 メルビック電工 株式会社

兵庫ブルーサンダーズ 有限会社　吉國工業

丸全昭和運輸　株式会社 ユニプレス株式会社 相模事業所

モロゾフ株式会社 横浜メルテック 株式会社

【進学】 一般社団法人 日本自動車販売協会連合会神奈川県支部 株式会社 DNP ファインケミカル

総合ビジネス科 横浜リハビリテーション専門学校 株式会社 アルプス物流 株式会社 Olympic

大原簿記情報ビジネス専門学校横浜校 和光大学 株式会社 クボタ 株式会社 カクヤス

カコトリミングスクール 総合技術科 株式会社 ノジマ 株式会社 きじま

神奈川県立産業技術短期大学校 青山製図専門学校 株式会社 ハリマビステム 株式会社 きんでん

神奈川県立産業短期大学校 東放学園専門学校 株式会社 ワールドストアパートナーズ 株式会社 トーエネック
神奈川工科大学 大原法律公務員専門学校横浜校 株式会社 横浜シミズ 株式会社 関電工
神奈川大学 神奈川工科大学 株式会社 横浜ベイホテル東急 株式会社 光電社
鎌倉女子大学 神奈川大学 株式会社 横濱屋 株式会社 光陽電業社
関東学院大学 関東学院大学 株式会社 関電工 株式会社 神奈川ナブコ

国際フード製菓専門学校 国立清水海上技術短期大学校 株式会社 丸運トランスポート東日本 株式会社 電成社

駒澤大学 湘央生命科学技術専門学校 株式会社 景泉機器 株式会社 IHI 回転機械エンシニアリング

産業能率大学 情報科学専門学校 株式会社 新日本環境 株式会社エヌ ティ ティ エムイー (NTT-ME)
湘南工科大学 専門学校日産横浜自動車大学校 株式会社 多摩流通 株式会社タケエイ
情報科学専門学校 東海大学 株式会社 日本製鋼所 横浜製作所 株式会社ニップン 横浜工場
昭和女子大学 東京工科大学 株式会社ニコン 相模原製作所 関西ペイント 株式会社
専修大学 日本工学院専門学校 株式会社西武 · プリンスホテルズワールドワイド 京セラ SOC 株式会社
玉川大学 日本大学 グランドプリンスホテル高輪 京浜急行電鉄 株式会社
鶴見大学 日本ヒューマンセレモニー専門学校 五十嵐冷蔵 株式会社 協同工業 株式会社
桐蔭横浜大学 東関東馬事専門学院 小雀建設 株式会社 極東開発工業株式会社 横浜工場

東京工科大学 フェリス女子学院大学 西建設工業 株式会社 三菱プレシジョン 株式会社
東京スイーツ＆カフェ専門学校 横浜ｆカレッジ 川西倉庫株式会社 京浜支店 三菱重工業株式会社 横浜製作所
日本工学院専門学校 横浜公務員＆ IT 会計専門学校 東京電力ホールディングス 株式会社 三菱電機ビルソリューションズ 株式会社 東日本支社

日本工学院八王子校 横浜こども専門学校 日揮ビジネスサービス 株式会社 住友電気工業株式会社 横浜製作所
日本工学院八王子専門学校 横浜ファッションデザイン専門学校 日本通運 株式会社 横浜国際輸送支店 小田急電鉄 株式会社
ビューティ＆ウェルネス専門職大学 横浜理容美容専門学校 日本通運 株式会社 鶴見重機建設支店 神奈川スバル株式会社
フェリス女学院大学 日本郵便株式会社 南関東支社 神奈川中央交通 株式会社
文教大学 富士ソフト 株式会社 神奈川臨海鉄道 株式会社
武蔵野大学 総合技術科 相模鉄道 株式会社
横浜医療専門学校 （株）シンエツ電工 東邦電気株式会社
横浜高等教育専門学校 EEJA 株式会社 日産自動車 株式会社
横浜公務員＆ IT 会計専門学校 JFE エンジニアリング株式会社 日清オイリオグループ 株式会社 横浜磯子事業場
横浜市医師会聖灯看護専門学校 JFE テクノリサーチ株式会社 日本精工株式会社 技術センター
横浜商科大学 KTMsealing 日本油化工業株式会社
横浜スイーツ＆カフェ専門学校 アマノ株式会社 日油株式会社 川崎事業所
横浜デジタルアーツ専門学校 オムロン キリンテクノシステム株式会社

令和7年卒
進学・就職
情報（令和 7年 1月現在）

（順不同）


